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研究成果の概要（和文）：本研究はがん患者へのモバイル電子端末を利用した質問促進・意思決定支援と、電話
での遠隔支援を含んだ介入の検証試験により、医療者の負担軽減や、人的資材の不足に対応した介入プログラム
開発を目的とした。
症例集積を完了し、予定した介入は2023年1月にすべて終了した。症例登録264名、介入対象者は132名であっ
た。介入は精神科医、公認心理師、看護師により提供された。介入は対象者の希望に沿って、電話もしくは対面
での面談により実施され、平均的な介入時間は35分程度であった。介入プログラムへの対象者評価などの詳細な
解析は2023年8月のフォローアップ調査の完了を待って公表予定である。

研究成果の概要（英文）：The study aimed to develop an intervention program to reduce the burden on 
healthcare providers and to address the lack of human resources by conducting a trial to evaluate an
 intervention for patients with cancer that included question facilitation and decision-making 
support using mobile electronic devices and remote support by telephone.
We completed case enrollment and all planned interventions in January 2023. A total of 264 cases 
were enrolled and 132 were eligible for the intervention. Interventions were provided by 
psychiatrists, certified psychologists, and nurses. Interventions were conducted by telephone or 
in-person, according to the participants' preferences, and the average intervention time was about 
35 minutes. Detailed analyses, including participant evaluations of the intervention program, will 
be scheduled after the completion of the follow-up survey in August 2023.

研究分野：精神腫瘍学、社会医学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人生の最終段階を迎える年間37万人のがん患者に対して、圧倒的な医療資源不足が存在するためがん医療の現場
で十分に対応できていなかった患者個別の目標、価値観や意向に関するコミュニケーションに焦点をあて、モバ
イル電子端末を利用して質問促進・意思決定支援を行い、介入効果を無作為化比較試験により検証する。本研究
において、有効ながん患者のモバイルプログラムが開発されれば、人生の最終段階のQOL向上に資する重要な知
見となる。加えて、医療現場の負担軽減に役立つことが期待される。介入を臨床に導入する際の促進・阻害因子
を明らかにすることで医療アクセスの格差是正に資する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) わが国最大の健康問題であるがん患者の人生の最終段階の医療の質を改善するコミュニケ
ーション不足 
がんはわが国の死因の第 1 位、総死亡の約 30％を占めるがん死亡者数は年間 37 万人に上り、
最大の健康問題である。少子高齢化を迎え、人生の最終段階をどのように迎えたいのか、患者が
自らの目標や価値観を踏まえ望まれる医療・ケアを受けるために、前もって考え、周囲の信頼で
きる人たちと話し合うプロセスが、エキスパートコンセンサスガイドライン（厚生労働省）によ
り国策として進められている。 
これまでにがん患者・家族は医療者に共感行動を求め（Umezawa, Fujimori, Uchitomi et al., 
Cancer, 2015）、医師の共感行動は患者のストレスや前向きな対処行動に好影響を及ぼす一方で
（Uchitomi et al., Cancer, 2000; Fujimori, Uchitomi, J Clin Oncol, 2014; Moore et al., 
Cochrane Database Syst Rev, 2018）、抗がん剤治療の中止、緩和ケア、治療困難、余命などの
情報提供に関しては過半数が患者の望む時期に情報提供がない事を明らかにしてきた（内富, 
2017）。そこで、行動変容目的に模擬演習を医師に 2日間行うコミュニケーション技術研修会を
実施してきたが、その修了者は 2007-2016 年の間に 1,360 名に留まり、年間 37 万人の患者との
人生の最終段階に関する話合いを進める環境が整っていない。 
 
(2) 患者への質問を促すための具体的質問集を用いたコミュニケーション支援 
患者に質問を促進するという行動変容を目的としたアプローチとして Question asking 
Prompt List: QPL がある。病状や治療、治療中の生活、予後、目標、人生の最終段階における
問題などに関して、患者、家族、医療者への面接調査から集約された網羅的重要質問集であり、
意思決定への有効性が系統的レビューにより示されている（Brandes et al., Psychooncology, 
2015）。申請者らは難治がんの診断を受けた初診患者を対象に、緩和・延命目的の初回抗がん剤
治療の意思決定前の説明の際に用いる QPL を開発し、無作為化比較試験により QPL の有用性を
示してきた（Shirai, Fujimori, Uchitomi et al., Psychooncology, 2012）。 
 
 
２．研究の目的 
少なくともわが国において年間 37万人のがん患者が、適切な時期に人生の最終段階に関する
適切な情報提供がないままに苦悩していることが推測される。エキスパートによるガイドライ
ンは示されたものの、がん患者と医療者による話合いに関して有効な手法は示されていない。以
上の現状を鑑み、本研究では、がん患者の生活の質を維持し、患者自らが掲げる目標に向かうた
めの治療や療養に関する話合いを進める介入方法として、患者と医療者双方の負担を考慮し、費
用対効果および携帯性にすぐれたモバイル電子端末を用いた協働意思決定支援を開発し、その
有効性を無作為化比較試験で検証する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 介入の構成要素の特定 
関連調査の文献レビューから介入方略に関連する因子を特定した。 
 
(2) 介入プログラム開発 
文献レビューを踏まえ、がん患者会代表を含む関係者と協議し、①質問促進リストと②患者の
価値観や意向の整理を含む介入プログラムの開発を進めた。 
介入プログラムに含まれるのは 45 の質問項目と自由記載欄から構成される質問促進リスト、
Good Death Inventory の 18 要素を選択肢に含む価値観や意向の整理、および意向に一致した終
末期ケアの概念図＜Halpern（NEJM, 2019）＞により作成された治療やケアの目標設定である。
介入手順書は、がん患者と主治医における悪いニュースを伝える際のコミュニケーションの枠
組みであるSHAREプロトコルおよび、アドバンスケアプランニングの研究にもとづくRespecting 
Choice Model (Johnson et al, Br J Cancer, 2018), Hope for the best and prepare for the 
worst を提唱した論文 (Back et al, Ann Intern Med, 2003) など海外先行研究を参考に作成し
た。介入者が介入プロトコルに沿って実施できているか確認し、問題点を共有し、介入の質を維
持するため、定期的な介入者間のミーティングで専門家のスーパーバイズ受けた。 
(3) 予備試験 
 検証試験を予定しているフィールドにおいて、5名の協力を得て予備試験を行った。試験の実
施可能性、介入の改善点および実施可能性が確認できた。 
(4) 検証試験 



予備試験を受けてプログラムの修正を行い、アプリ上で実施可能な介入プログラムをリリー
スし、症例登録を完了した。 
 
 
４．研究成果 
本年度は予定通り症例集積を完了し、予定した介入プログラムの実施は 2023 年 1 月にすべて
終了した。症例登録 264 名のうち、介入対象者は 132 名であった。介入は、精神科医、公認心理
師、看護師により提供された。介入は対象者の希望に沿って、電話もしくは対面での面談により
実施され、平均的な介入時間は 35 分程度であった。介入プログラムへの対象者評価などの詳細
な解析は 2023 年 8 月のフォローアップ調査の完了を待って公表予定である。 
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